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本稿 は、口本語研究教育セ ンター設置科 目r漢 字指 導C」(春 学期 月曜5限)の 授
業 と、そ こで実施 された大学院 日本語 教育研 究科設置科 目r漢 字教育実践研究」(春 学
期 火曜2限)及 びr教 育実習」(月 曜5限)受 講生の教育実習後の報告である。
「漢字指導』(A・B・Cの3ク ラス)は 、2001年4月 よ り、漢字教育への要請が高
ま る中、r発 音指導」・r文法指導」 とともに開講 された科 目である。r漢 字指導C」 ク
ラスは、大学院 日本語教育研究科設置科 目r漢 字 教育実践研究」の教育実習実施 クラ
ス となった。A～Cの 各 クラスは、それぞれ初級 ・中級 ・上級に対応 し、初級では500
字、中級が1000字 、上級が1000字(中 級 と重複 あ り)程 度の常用漢字習得 を 目標 と
した。初級 ・中級 には、所謂r非 漢字系学生」 が多かったが、上級で は、両方が混然
と入 り混 じった構成 となった。今 期、r漢 字指導C」 クラス は、韓国 出身10名 、中国
(台湾も含む)出 身10名 、そ の他 〔タイ ・ベ トナム ・ロシア ・ドイ ツ ・アメ リカ等)
出身11名 とい う構成 になった。
対 して、「漢字教育実践研究」を受講 した大学院生は、日本人1名 、中国人4名 の計
5名 で あった。今期は、全14週 とい うことで、全員が二回 の教壇実習(毎 時30分)
を行 うこ とができた。月曜 日のr漢 字指導C」 授業時 に実習 を行 い、火曜 日のr漢 字
教育実践研究」授 業時に、実習の反省、毎週実施す るクイズの採点、来週 の授業の教























































日本語教育機 関で、単独でr漢 字指導」、r発 音指導 」を設置 している箇所は多 くな
いであろ う。そ うした意味で 、学生た ちが行 った、本 報告 は意義 あるものであると確
信する。大方のご批正が戴ければ幸いであ る。
(スズキ ョシアキ ・日本語教育研 究科教授)
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